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１．はじめに  

 塩害環境下にある鉄筋コンクリート構造物の内部

鉄筋の腐食原因の推定には，JSCE-G573-2010 実構造

物におけるコンクリート中の全塩化物イオンの測定

方法(案)
1)が用いられている．しかし本方法の実施に

ついては，以下に挙げる問題点があると考えられる． 

① （中世化深さの測定のように）塩化物イオン

（Cl
-）の滲入状況を即座に，かつ，視覚的に確

認できない． 

② 全 Cl
-量の測定に手間と費用がかかる． 

③ 実際のコンクリートの鋼材腐食発生限界塩化物

イオン濃度（Clim）に対応していない 2)． 

 著者らは，硝酸銀溶液噴霧法にて白色化する境界

（白色化境界，図－１）位置の Cl
-量（Cb）を硬化体

の実際の Clim に一致させることができれば，上記①

～③の問題点を解消できると報告している 3)．Cb と

Climとを一致させる手段として，噴霧する硝酸銀溶液

の濃度を変えることが考えられる 3)．本研究では噴

霧する硝酸銀溶液の濃度がCbにおよぼす影響につい

て実験的に検討する． 

２．実験方法  

実験の流れを図－２に示す．また，供試体に用いるモ

ルタルの配合を表－１に示す．なお，これらの配合は，

表－２に示す仮想コンクリートの配合に基づいて決定

されている．仮想コンクリートの各配合における粗骨材

分の体積を，各々の割合が変わらないように，水，セメ

ント，細骨材，空気量に振り分けた配合が表－１に示す

モルタルの配合である．

W C S Ad

0.4 246 615 1.84

0.5 270 540 1.62

0.6 289 481 1.44

W/C s/a Air(%)
単位量(kg/m3)

0.1 7.9 1266

表－１ モルタルの配合 

W C S G Ad

0.4 155 388 1.16

0.5 170 340 1.02

0.6 182 303 0.90

W/C ：水セメント比

s/a ：細骨材率

W  ：水道水

C ：普通ポルトランドセメント(密度3.15g/cm3)

S ：細骨材(千葉県君津産山砂，密度2.64g/cm3，F.M.2.12)

G ：粗骨材(北海道上磯産砕石，密度2.79g/cm3，F.M.6.43)

Ad ：AE剤(アルキルエーテル系陰イオン界面活性剤)

W/C s/a Air(%)
単位量(kg/m3)

0.45 5.0 798 1031

表－２ 仮想コンクリートの配合と使用材料 

図－１ 白色化境界 

W/Cを0.4，0.5，0.6としたモルタルを練り混ぜる．

モルタルを直径100mm，高さ200mmの円柱型枠に
打設する．

28日間，20±1.0℃で供試体を封かん養生する．

20日間以上，40±1.0℃の室内にて供試体を10%の
塩水に浸漬する．

供試体を長軸と直交方向に割裂する．

供試体の割裂面に0.1，0.075，0.05mol/lの濃度の

硝酸銀溶液を約15mg/cm
2
の噴霧量で噴霧する．

現れた白色化境界上をマジックペンで
マーキングする．

マーク上をドリルで掘って，粉末試料を
採取する．

粉末試料中の全Cl-濃度を測定する．
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硝酸銀溶液濃度 硝酸銀溶液の 供試体W/C 絶乾供試体の 試料中の 粗骨材が占める 白色化境界上の

(mol/l) 噴霧量(mg/cm2) (%) 単位体積質量(kg/m3) 全Cｌ-の割合(%) 体積割合(m3/m3) Cb(kg/m3)

40 1970 0.267 3.31

0.05 50 1940 0.225 2.75

60 1860 0.172 2.02

40 1970 0.305 3.79

0.075 50 1940 0.275 3.36

60 1860 0.289 3.39

40 1970 0.364 4.52

0.10 50 1940 0.369 4.51

60 1860 0.376 4.41

0.370約15

白色化境界をマークした後，直径 3ｍｍのドリル刃

を用いて削孔し，粉末試料を採取する．採取された

粉末試料に含まれる全 Cl
-濃度を，JIS A 1154-2003 硬

化コンクリート中に含まれる塩化物イオンの試験法

のうち，電位差滴定法により測定する．各供試体か

ら採取した粉末試料中の全 Cl
-濃度を，当該モルタル

と粗骨材により構成されるコンクリートでの全 Cl
-

量，すなわち Cbに換算する．換算方法は粉末試料中

の全Cl
-濃度に絶乾状態とした各供試体の単位体積質

量を乗じ，これにコンクリート中に占めるモルタル

の体積割合（＝１－粗骨材が占める体積割合）を乗

じるものとする． 

３．実験結果 

 各供試体から採取した粉末試料中の全Cl
-濃度の測

定結果と，この濃度を仮想コンクリートにおける Cb

に換算した結果を表－３に示す．また，Cbと W/C と

の関係を図－３に示す．ここには，堀口らが報告す

る Clim及び EN206 の規定(セメント質量の 0.4%) に

より計算された Climも付け加える． 

 図－３より，同じ W/C では，硝酸銀溶液の濃度が

高いほど Cbが大きくなっている．同じ硝酸銀溶液の

濃度では，W/C が高くなるほど Cbが小さくなってい

る．その下がり方の傾向は，硝酸銀溶液の濃度が低

くなるほど顕著となっている．また，0.075mo/l の濃

度の硝酸銀溶液を噴霧した場合，Cb は堀口らが報告

する Clim にほぼ一致するといえる．一方，EN206 の

規定により計算された Clim に一致させるためには，

硝酸銀溶液の濃度を 0.05mol/l よりも低くする必要

があるといえる． 

４．まとめ  

硝酸銀溶液噴霧法により現れる白色化境界上の全

塩化物イオン濃度（Cb）をそのコンクリートにおけ

る鋼材腐食発生限界濃度（Clim）に一致させるため，

噴霧する硝酸銀溶液の濃度を変化させた実験的検討

を行った．本研究で得られた成果を以下にまとめる．  

(1) 噴霧する硝酸銀溶液の濃度が高いほど，Cb の値

は大きくなる．また，コンクリートの W/C が高

くなるほど，Cbの値は小さくなる． 

(2) 0.075mol/l の硝酸銀溶液を約 15mg/cm
2の噴霧量

で噴霧した場合の Cbは，堀口らが報告する Clim

にほぼ一致する． 
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図－３ Ｃｂの比較 

表－３ 各供試体から採取した粉末試料中の全 Cl
-濃度とコンクリート中の全 Cl

-量への換算結果 

 




